
正
用
再
 
 

選
使
措
…
無
 
 

生物由来戒   
分名  

乾燥BCG膀  
胱内用（コン  

ノート株）  

ガラクトース  

ブタラード  
ウオーター   

ペプシン  

報告者名   

日本化薬  
株式会社  

一般名   

BCG・コンノート株  含有区分  有効成分  
感染症層幣   

中外製薬  
株式会社   

中外製薬  
株式会社   

中外製薬  
株式会社  

中外製薬  
株式会社  

トシリズマブ（辻伝子細み換  

え）   

トラスツズマフ（遺伝子租換  

え）   

トラスツズマブ（遺伝子組換  

え）   

トラスツズマフ（遺伝子細換  

え）  

ウシ乳  

ブタ脂肪  

ブタ胃液  

米国  蕪‥  

蕪■‾  

蕪■■  

製造工程  

蟄藩士垣  

製造工程  

■■  
嵩  

■  
嵩  

●  

嵩  

米国、カ ダ  

2006／4／21  不明  

プリマトン  HS／UF  ウシ脾臓、  
心臓、ウマ  
脾臓、脛肉  
ブタラード  
ウオーター  

ブタ膵臓  

製造工穏  
国、ウマ：  

米国、カナ  

ダ、ブタ： 米国、カナ ダ  
1米国、力  

製造工程  
中外製薬 株式会社  

パンクレアテ  

ン  

1．トラスツスマフ（j工伝子稚‡  

え）   

3．ストレプトコックスピオゲネ  

スくA群3型）Su株ペニシリン  

処理凍締乾燥粉末  

米国、カナ  ナダ 3、日本、  ダ、フラン  
ス  

中外製薬  
株式会社  

トラスツズマブ（遺伝子細換  

え）  

レノグラスチム（遺伝子細換  

え）  

エポエチンベータ（遺伝子組  

換え）トシリズマブ（遺伝子  

組換え）  

レノグラスチム（遺伝子組換  

え）  

レノグラスチム（遺伝子組換  

え）  

エポエチンベータ（遺伝子組  

換え）  

チャイニー  

ズハムス  
ター卵巣  

不明  
製造工程  

チャイニー．  

ハムスター  

卵巣細胞  

中外製薬  
株式会社  

中外製薬  
株式会社  

ヒトトランス  

フェリン  

ブタインスリ  

ン  

ヒト血兼  
2006／4／21  不明  

製造工程  

ブタ藤臓  
米国、カ  
ダ  

製造工程  
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ウシ血清  原材料名  

原産園   

米国、  
オーストラ  
リア、  
＿ユ■  
ジーランド   

＿ユ■  

ジーランド  

オーストラ  
リア、  
＿ユー  

ジーランド   

日本  

含有区分  製造工程  報告者名  中外製薬 株式会社  

一般名   

レノグラスチム（遺伝子組換  

え）  

エポエチンベータ（遺伝子組  

換え）  

レノグラスチム（遺伝子組換  

え）  

エポエチンベータ（遺伝子組  

換え）  注射用乾燥セルモロイキン  

（遺伝子組換え）  

受理日  200¢／4／21  

DMEM／F12  ウシ乳  200¢／4／21  中外製薬  
株式会社  

武田薬品  
工集株式  
会社  

武田薬品  
工莱株式  
会社  

ウシの乳  
2006／4／24  ウシの乳由 来成分  

製造工程  

保健省感染症センターの感染症  E型肝炎  注射用乾燥セルモロイキン  

（遺伝子組換え）  

人血清アル  
ブミン  

人血液  
2006／4／24  

CDRWeekly2005； 15（30）  サーベイランスに報告された輸血伝播性感染と疑われた症例は34例で  

あった。そのうちE型肝炎1例のみが輸血を介して伝播した感染症と確  
定された。ドナーが献血23日後に黄痘を発症し、保管サンプルで，HEV  
RNA偶性を確認した。赤血球輸血を受けたレシピエント（男．65才）は  
2カ月徐にHEVRNAとHEVIgMが陽性であった。解析の飴果、ドナーとレ  
シピエントのウイルスは同一であることが示された。  

ウエストナイル  
ウイルス  2005；353：45卜  NEngtJM8d  459  プログラムからのデータを分析した。ルーチン検査で540例のドナーが  

WNVRNAに陽性で、そのうち382例がIgM抗体陰性であり、感染するお  
それがあった。核酸増幅検査の迅速な実施により、陽性ドナーの同定  
がされ、感染性のある成分を除去することができた。  

ト・  
から、ウエストナイルウイルス  

ウエストナイル ウイルス  2005；353：460一  

NEnglJMed  哺7  

（WNV）RNA検査のために1¢検体のミニプールについて核酸増幅試眉を  

開始した。2003年7月1日から10月31日に、即7，㈹3供血が同検査を受  
け、183例が陽性で、検出率は0．027鴇であった。高発症地域からの供血  
で、ミニプールテスト陰性であった23．088供血を個別に検査したところ、  
低レベルのWNV血症80例が検出された。そのうち赦例は抗体嬢性で感  
染性があった。高発症地域での個別検査の必要性が裏付けられた。  

■一■●●■■●■■■■■■●■一 ●■■■■■■ ■■■■●■■●■■■■■●●■■●一■■■●■－■■■， 15日、カナダ血液サービスは、英国やフランスなどの最新の  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

カナダCanadjan  
Bl00dSモnバcモさ  セーフガード情報に基づ幸、VCJDに関連した供給停止措置の変更を  

行った。また刺青やピアスをしている人などに対する一時的供血停止の  
変更を行った。   
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出典   

CDRWeokly200¢：  
1¢（4）川∨／STk  

Reports  

（2005年12月末までの  
データ）。HIV診断総数は増加を続けており、2005年虔は7．700例を越え  
ると予想される。2004年から2005年のH】∨診断数増加の大部分は男性  
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断  
数は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英国での累  
計は川V診断数76．850例、AJDS診断数21．898例となった。  

日本製薬 株式会社  
乾燥抗HBs人免疫グロブリン  

抗HBs抗体  
人血液  米国  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

mis軸dingGy01i¢8mPl摘¢8tion）  有効成分  N8tMed2005；11  
982－ミ伯5  法を邑動化し、Pげs¢の智幅率を向上させた。標準的な検出方法で  

川OPMCAサイクルで感度が朗00借上昇、2国連続で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、PrP＄¢の8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrP＄C検出に成功し  
た。血液中でPr恥cが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期診  
断するための非侵製的方法の開発が見込まれる。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスクを低減させるため、通知清  英国保健省Press  

Release  
2005／04042005  
年11月17日  
http：／／vw．dh．gov  
．uk／PubticationsA  

ndStatistics／Pres  
6Releases／  

CDRWeekly2006；  
16（4）HⅣ／S¶s  

Reporヒ＄  

潜在的なvCJD暴謬を通知される。これはvCJDキャリアからの血液を輸  
血され√VCJDを発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  勒の次なる段階が開始される。輸血を受けた約50例が追跡調麿され、   る。  

（2005年12月宋までの  

データ）。川∨診断総軌ま増加を続けており、2005年虔は7，700例を越え  
ると予想される。2004年から2005年のHlV診断数個加の大部分は男性  
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断  
数は474例であった。柑82年のサーベイランス開始以降の英国での累  
計は川∨診断数祁．850例、AIDS診断数21．898例となった。  

6ケ月間にわたり血液疾患患者に授与された合計2123の血液製剤につ  伝染性紅斑  
Tran＄札的∩2005；  

4ら：1811－1815  いて、／くルポウイルスB19DNAの有無をPCRにより調べた。その緒臭、  
21製剤（11）が陽性であった。試験期間中114例の患者のうち14例が  
B柑DNA陽性の血液成分を投与されたが、急性引9感染症を呈した患  
者はいなかった。   
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感染症譲明   

美型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

概要   
．献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血液（赤血球）  

伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。  を輸血された患者が、8年後にvCJロと診断された。これは英国において 輸血  

日本製薬 株式会社  乾燥杭破傷風人免疫グロブリ ン  
破傷風抗車 乗  

人血液  有効成分  
嵩一  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

米国  蕪’●  mis柚dingcycli¢amP“鮎ation）  N8tMed2005：11  
982－985  法を自動化し、PrPsGの増幅率を向上させた。標準的な検出方法で  

140PMCAサイクルで感度が8¢00倍上昇、2国連擁で繰り返した場合、感  
度が1000万倍に上昇し、P貯8Cの8000分子相当が検出可能となった。  
この方法で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrP＄¢検出に成功し  
た。血液中でP押さCが生化学的に初めて検出され、プリオン病を早期鯵  
断するための非侵♯的方法の開発が見込まれる  

スクを低減させるため、通知渚  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省打e8S  

Reloaさe  

2005／04042005  
年11月1一日  

http：／／www．dh．gov  

．uk／Publi¢ationsA  

ndStati8tic＄／Pres  

8Releas8＄／  

CDRWeekly2006；  
16（4）HⅣ／S¶s  

Reports  

動の次なる段階が開始される。輸血を受けた約50例が追跡間査され、  
潜在的なvCJD暴露を通知される。これはvCJDキャリアからの血液を輸  
血され、VGJDを発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  
る。  

2月禾までの  HIV  

データ）。HIV診断総数は増加を続けており、2005年虔は丁．7¢0例を越え  
ると予想される。2004年から2005年のHⅣ診断数増加の大部分は男性  
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規の〟DS診断  
軌ま474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英国での累  
計はHIV診断欺7帰50例、A】DS診断数21，8粥例となった。  

1 23の血液♯剤につ  伝染性紅斑  
6ケ月間にわたり血液疾患点者に授与された合計2   Transfusion2005：  

45：1811－1815  いて、パルボウイルス日用DNAの有無をPCRにより鰐べた。その結集、  
21製剤（1≠）が瞞性であった。試験期間中114例の患者のうち14例が  
B19DNA陽性の血液成分を投与されたが、急性B柑感染症を呈した患  
者はいなかった。  

．献血の20ケ月後にvGJロを発症したドナーからの血液（赤血球）  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

CDRWeokly2006； 18（6）  を輸血された患者が、8年後にvGJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。   
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生物由来成  分名 トロンビン  報告者名  沢井製薬 株式会社  

一級名   

トロンビン  

受理日   

2006／4／24  

原材料名   

ウシ血液  含有区分  有効成分  
患染症髄哨   

異型クロイツ フェルトヤコブ  
病  

出典   

Sく；ienGe2005：  

310：324－328  

概要   

慢性炎症性腎疾患が、感染性プリわを尿中に排出する引き金になるか  
検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
接種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はプリわの水平  
感染へ’クトとなり、排泄臓器の炎症はブリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。   

原産層   

＿ユー  

ジーラン  
ド、オース  
トラリア、  
アルゼン  
チン  

米国  大日本住  
友製薬株  
式会社  

大日本住  
友製薬株  
式会社  

大日本住  
友製薬株  
式会社  

インターフェロンアルファ  
（NAMALWA）  

加熱人血渠  
たん自  

人血液  

インターフェロンアルファ  
（NAMAしWA）  

鶏卵由来成 分  鶏卵  

インターフェロンアルファ  
（NAMALWA）  

ウシ血清由 来成分  ウシ血液  蕪‥  
製造工程  

有‾  ＿ユ‾ン‾  

ランド又は  
オーストラ  
リア  

蕪‘‾  大日本住  
友製薬株  
式会社  

インターフェロンアルファ  

（NAMAしWA）  
ウシ乳  

製造工程  
有■  

．．．＿ユ■ ジーランド 又はオー ストラリア  
蕪‘－  ヒツジ血清  

由来成分  
ヒツジ血液  

製造工程  
嵩一  大日本住  

友製薬株  
式会社  

大日本住  
友製薬株  
式会社  

インターフェロンアルファ  
くNAMALWA）  ＿．＿ユ■ ジーランド  

ヒトリンパ芽  

球細胞樹立  
株ナマルバ  
細胞  

人血清アル  
ブミンジエチ  
レントリアミ  
ン五酢酸テ  
クネチウム  
（99mTc）  

ヒト細胞  
製造工程  

有－  蕪‖  インターフェロンアルファ  
（NAMALWA）  

人血清アルブミンジエチレント  
リアミン五酢酸テクネチウム  
く的mTG〉  

日本メジ  

ス株式会  フイジック  社  剤基準人血 清アルブミ ン  
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鳥インフルエン  
感染症沖Tき   ザ  

出典   

第21回日本環境  
感染学会学術集  
会 2006年2月24  
－25∈∃  

概要   

トリインフルエンザに対する取り組みについて報告した。¢月  
26日、水海道市の養鶏場でH5N2亜型のA型インフルエンザ感染が確  
認され、翌27日に対策本部を設置し、鶏の殺処分を決定した。県保健  
衛生部では発生養鶉場の従業員と家族の健表明杢、殺処分等防疫措  
置作業者の健康調査を行った。  

日本臓器  
製薬株式  
会社  

抗ヒトTリン／ ロブリン  

ウシ乳児血 清  

ウシ血液  

米国、 ＿＿ユー ジーランド  
製造工程  

ウシ胎児血 清  日本臓器  
製薬株式  
会社  

抗ヒトTリン／ ロブリン  

ウシ血液  
米国、  
＿ユ‘－■■■  

ジーランド  

英国及び  
ポルトガ  
ルを除く   

製造工程  

下垂体性性腺刺激ホルモン  
ウシ膿ほう性  

口内炎ウイル  
ス感染  

米国における水癌性口内炎のFo‖ow－uPrePOrtNo．18。今回報告終了 日－2005年9月28日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
乳糖  

ウシ  セローノ・  
ジャパン  

株式会社  

0】E Disease  

Information18（39）  

2005年9月30日  Jersey。新規アウトブレイクの詳細－Colorado州AJarno＄a都．Delta都の  
農場（3件）（アウトブレイクの開始日2005年9月9日～2005年9月1¢日）：  

ウマにおいて疑い例10例．症例1例．ウシにおいて疑い例即例．症例2  
例。－Montana州C8ねon都．Stil暮water郡の農場（2件）（アウトブレイク  
の開始日2005年8月28日－2005年9月14日）：ウマにおいて疑い例9  
例．症例8例．ヤギにおいて疑い例2例。－Wyoming州BigHorn郡．  
Fremont都．Goshen都．HotSpring＄＃．park軌Platte都，Sublette都．  
Washakie都の農場（15件）（アウトブレイクの開始日2005年8月21日～  

2005年9月15日）：ウマにおいて疑い例84例．症例15例．ウシにおいて  
疑い例855例．症例7例，ヤギにおいて疑い例2例。   
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感染症ミ抑   

ウシ膿lまう性  

口内炎ウイル  
ス感染  

出典   

OIE Disease 
Information18（40）  

2005年10月7日  

概要   

米国における水癌性口内炎のFoI義ow－uPrePO止N0．柑。今回報告蘭丁  
日－2005年10月2日。病因の同定一水痘性口内炎ウイルスタイプNew  
Je帽ey。新規アウトブレイクの詳細－G0lorado州Delt8都，Me8a都の農場  
（2件）（アウトブレイクの開始日2005年9月5日，2005年9月柑日）：ウマ  
において疑い例1例．症例1例．ウシにおいて疑い例30例．症例1例－  
1daho州BearLake都の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年9月  

1＄日）：ウマにおいて疑い例川例．症例2例．ウシにおいて疑い例360例  
一肌ah州Duchesne都の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年9月  

9日）：ウマにおいて疑い例7例．症例1例－Wyoming州8帥αn瓢  
Carbon都，Ccnverse郡．FrerTIOnt都，Qoshen郡，Platte都の農場（13  
件）（アウトブレイクの開始日2005年9月12日一2005年9月24日）：ウマ  

において疑い例393例，症例15例．ウシにおいて疑い例2100例．症例5  
例。  

口内炎ウイル  
ウシ膿ほう仕  ス感染  

0月4日，ニューヨーク州Pluml8landの外来性動物疾患診断研  
ProMED  
2005年10月7日  究所は．ネブラスカ州Seott＄別u什都にある施毀で飼育されていたウシ3  

頭で．初の水癌性口内炎N8WJor8ey株（VS－NJ）感染症例を確随し  
た。VS－NJウイルスは，発病した成牛3硯からの検体から分徹された。  
これらの個肘ま，2005年ネブラスカ州で最初の水癌性口内炎症例であ  
る。加えて10月5日に．アイオワ州Amosの国立獣医学研究所は，ネブラ  
スカ州SGO触Blu庁郡にある別の施設で飼育されていたウマについてl  

ウイルス分離により水癌性口内炎と診断確定した。同額の2地殻は同じ  
SGOttSB山什郡内にあるが．それぞれは約24マイル離れている。   
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感染症沖耶   

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

出典   

0旺Di＄eaSe  
Informさtion18（41）  

2005年10月14日  

概要   

米国における水癌性口内炎のFo”ow－uPrePOrtNo，2O。今回報告終了  
日－2005年10月9日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
Jer＄Oy。新規アウトブレイクの詳細－Colorado州Mesa都．Montezuma  
都．Ouray都の農場（3件）（アウトブレイクの開始日2005年9月18日，  
2005年9月25日）：ウマにおいて疑い例9例．症例5例．ウシにおいて疑  
い例120例．症例l例。Colorado州BigHorn都の農場（2件）くアウトブレ  
イクの開始日2005年9月25日，2005年9月28日）：ウマにおいて疑い例  
48例．症例5例。－Nebraska州ScottsBluff都の農場（2件）（アウトブレ  
イクの開始日2005年9月29臥2005年9月30日）：ウマにおいて疑い例¢  

軌症例1例．ウシにおいて疑い例61例．症例3例。－Utah州Duchesne  
都の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年9月23日）こウシにおい  

て疑い例8例．症例3例。－Wyoming州別ghom郡．Conv即℃e郡．  
Fn，mCnt都．Goshen都の農場（11件）（アウトブレイクの開始日2005年8  
月15日～2005年10月1日）：ウマにおいて疑い例83例．症例11例．ウシ  
において疑い例208例．症例4例。  

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル ス感染  

OIE Disease  
Information18（42）  
2005年10月21日  

米国における水砲性口内炎のF01low－uPrO田代N0．21。今回報告終了  

日－2005年10月16日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプN馴〝  
Jersey。新規アウトブレイクーWyoming州Bighorn都Lovellの農場（アウト  
ブレイクの開始日2005年10月9日）：ウマにおいて疑い例2例，症例2  
例。一Wyomi噂州C訂bon都En¢8mPm印tの農場（アウトブレイクの開始日  
2005年10月4日）：ウマにおいて疑い例5例．症例1例。－Wyoming州  
Fremont郡Rive血nの農場（アウトブレイクの開始日2005年相月29日）：  

ウマにおいて疑い例3例．症例1例。－Wyoming州Goshen郡Torrington  
の農場（アウトブレイクの開始日2005年9月29日）：ウシにおいて疑い例  

10O例．症例1例。－Wyorning州Goshen郡TorT・ingtonの農場（アウトブレ  
イクの開始日2005年9月30日）：ウシにおいて疑い例37例，症例2例。   

45ページ  



ド訂  

感染症駆耶   

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

横幕   

口内炎のFollow－uPrePO江N0．22：今回報告終了  OIEDi＄eaS0  
1nformation18（43）  
2005年10月28日  

ロー2005年10月23日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
Jersey。アウトブレイクの初回確定日－2005年4月27日。アウトブレイク  
の開始日－2005年4月1¢日。新規アウトブレイクーC0lora血州D劇症郡  
De托a，Mesa郡αandJun¢tion．Monteヱul閤郡Co丘ezの農場（3件）（ア  
ウトブレイクの開始日2005年10月1日．2005年10月5日）；ウマにおいて  
疑い例7例．症例2例．ウシにおいて疑い例55例．症例1例。－1daho州  
Caパbou都＆8COの農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月9  

日）：ウマにおいて疑い例9例．症例4例．－Montana州BigHorn都St．  
X8Vkrの農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月6日）：ウマに  

おいて疑い例2例．ウシにおいて疑い例之7例，症例4例，ヒツジにおいて  
疑い例371札ヤギにおいて疑い例1例。－Utah州Summit都OakIeyの農  
場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月8日）：ウマにおいて疑い  

例5例．症例1軌ウシにおいて疑い例12例。－Wyoming州BigHom郡  
HyattviIIe．Campbell＃Q‖ette，Carbon都Encampment．Frernont都の  
Pavillion農場（4件）（アウトブレイクの開始日2005年○月24日～2005年  

10月10日）：ウマにおいて疑い例23例，症例4例．ウシにおいて疑い例  
350例．症例2例。  

ウシ膿ほう性 口内炎ウイル ス感染  
0IE Disea8e  
Information18（44）  
2005年10月80日  

米国における水癌性口内炎－F01low－uPrePO止N0．23：今回報告終了 日－2005年10月30日。病因の同定一水痘性口内炎ウイルスタイプN帥  
J即時山新規アウトブレイクーCqlorきdo州Delta郡Cra㌦ord，Mesa都  
α8ndJunGtionの農場（2件）（アウトブレイクの開始日2005年10月17  

臥2005年10月28日）：ウシにおいて疑い例引例．症例2例，ウマにお  
いて疑い例10例．症例1例。－Nebraska州ScottsBlu仔都LyrTlanの農場  
くアウトブレイクの開始日2005年10月12日）：ウシにおいて疑い例18例．  
症例1例．ヒツジにおいて疑い例251例。－Utさh州日oxEl血「都Pa血  
Valleyの農場．Du¢he帥e郡BhJebell農場（2件）（アウトブレイクの開始日  
2005年10月20日，2005年10月18日）：ウマにおいて疑い例23胤症例8  
例．ウシにおいて疑い例31札ブタにおいて疑い例12例。－Wyoming州  
BigHorn都8urJington．CartIOn郡Enc8mPment．Sweetwator都McKinncIn  
の農場（3件）くアウトブレイクの開始日2005年10月12日～2005年10月  

16日）：ウマにおいて棟し、例58例．症例2例．ウシにおいて疑い例470  

例．症例8例。   
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感染症津耶   

ウシ膿ほう性  

口内炎ウイル  
ス感染  

出典   

OIE Di8eaSe  
lnformatjon18（46）  

2005年11月18日  

概要   

口内炎－F01low－uPrePO止N0．24：今回報告終了  
日－2005年11月13日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
Jersey。新規アウトブレイクーC0lorado州Eagle都Burns，GarficId郡  
Rifle，Mesa都Coffbran，DeBeque．GrandJunction．Montezurna郡  
Dolores，Ouray都Ridgewayの農場（8件）（アウトブレイクの開始日2005  
年10月5日．10月21日．10月22日，10月25日．10月27日，10月30日）：  
ウシにおいて疑い例7柑例．症例4例．ウマにおいて疑い例43例，症例5  
例。－Montana州BigHcrn都Hardinの農場（1件）（アウトブレイクの開始  
日2005年10月5日）：ウシにおいて疑い例200軌症例4例。－Wyoming  
州Natrona都Casperの農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月  

30日）：ウマにおいて疑い例10例．症例2例。－Wyoming州P加水都Powel 1 
の農場（件）（アウトブレイクの開始日2005年10月7日）：ウシにおいて  

疑い例100例．症例5例．ウマにおいて疑い例1例，症例0例。－ Wyoming州Sweetwater都MGKinn即の農場（1件）（アウトブレイクの開始  
日2005年10月10日）：ウシにおいて疑い例500例，症例3例。  

ウシ膿ほう仕  
口内炎ウイル  
ス感染  

0IE Disease  
】nfomation18（49）  

2005年12月9日  

米国における水癌性口内炎－Fo”ow－uPrePOrtNo．25：今回報告磯了  
日－2005年12月4日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプN引〝  
Jersey。新規アウトブレイクーColorado州D8Jta都Deltaの農場（アウトブ  
レイクの開始日2005年11月14日）：ウマにおいて疑い例4例．ウシにお  
いて疑い例5例．症例1例。－Colorado州Montrose都Olatheの農場（ア  
ウトブレイクの開始日2005年11月15日）：ウマにおいて疑い例3例．ウシ  
において疑い例10例．症例1例。－Wyoming州John＄On都Kさy¢e七の農  
場（アウトブレイクの開始日2005年11月1日）：ウマにおいて疑い例6例．  
ウシにおいて疑い例18軌症例1例．ヒツジにおいて疑い例4例。－  
Wyoming州Natrona都Evansv‖eの農場（アウトブレイクの開始日2005年  
11月6日）：ウシにおいて疑い例47例．症例3例。  

ウシ膿ほう性  

口内炎ウイル  
ス¢染  

米国における水癌性口内炎－Follow－岬rePOrtNo．27：今回報告終了  
日－2005年12月31日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNow  

OIE Disease  
Information19（2）  

2006年1月12日  Jers印。新規アウトブレイクーColorado州De他部Deltaの農場（アウトブ  
レイクの開始日2005年11月日日）：ウマにおいて疑い例4例．ウシにお  
いて疑い例222例．症例3例。  

緒核  
米国農掃省USDAは，症例確認を受けて，ミネソタ州を家畜（ウシ）に縮  

ProMED20060201 －0040  核の存在しない（TB一打00）州の地位から降格させる。   
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出典   

カナダPub暮iG  

Health Agency 
20粥年4月13日  

概要   

●●■●●■●■■■■●●■■■ ●－｝■■■●■■■ 

、カナダ食品検査庁（CF肌）は 
例日のBSE症例を確認した。この発見により、カナダにおけるヒトの健康  
に対する新たなリスクはもたらされていない。VCJPに関するQ＆Aとし  
て，ヒトの健康に対するリスク、将来的にカナダにおいてvCJD症例は発  
生するか、マウスの臓器内でプリオンが確認された最近の研究がヒトの  
健康に関して意味するもの、などが記載されている。  

B＄E  

1月23日．A伽血で産まれ育った○才雑種  ProMED20080124 －0040  雌牛が狂牛病であることを確認した。当該牛のいかなる部分も食品や  
他の動物の餌lこはなっていない。このウシは国寄サーベイランスプログ  
ラムにより発見された。同プログラムにより之003年の第1例以来椚000  
頭以上の牛が検査された。  

B＄E  

・くマのウシが狂牛病であったことが  ProMED20060314 －0020  明らかとなった。ウシはSantaG馴ヰrudis種の10才を超えるウシで，1997  
年の内骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにへ  
タリウシであったが，その後も改善しないため安楽死させ．検体を採取  
していた。C研ord獣医主任による狂牛病感染牛の発症．感染から検査  
結果確蘭壊での経過報告では、米国産牛肉は非常に安全であることが  
強調された。  

BSE  （USDA）の発表に閲す  FDA Statement 
2008年3月13日  る米FDAの声明。2008年3月13日の米国農務省（USDA）によるBSE陽  

性ウシの発見確定を受け．FDAは連邦当局および州当局と共同で．こ  
のウシが摂取した飼料の由来を調査している。USDAはこのウシが飼料  
もしくはヒトの食糧供給に入っていないことも確認したこと．最近FDAは  
ヒトの食品および化轍晶におけるウシの特定部分の使用を禁止する予  
防策を追加したことなどについて記載されている。   
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出典   

OIE Disease  
lnformationl附1）  
200＄年3月16日  

概要   

（米国における前回のBSEのアウトブレイクが0IEに  

報告された日時：2004年11月．および確定された日時：2005年8月）今  
回報告日－200¢年3月13日。アウトブレイクの初回確定日－2008年3月  
13日。アウトブレイクの開始日－2006年2月2丁日。アウトブレイクの詳細 －Alabama州の農場（アウトブレイクの開始日2006年2月21日）：ウシに  

おいて疑い例50例．症例1例．処分1例。感染群一約50頭の肉用ウシお  
よび子ウシの群の肉用ウシ1頭（10才以上）。アウトブレイクの原因／感  
染源一不明もしくは頼輪に到達していない。その他の詳細／コメントー  
米国において報告された8SEの2例日の確定例であることなど。  

下垂体性性腺刺激ホルモン  下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン  

人尿  中国  
有効成分  

有‘  蕪‥  レンサ球菌感 染  カナダPubtic  
HealthAgencyof  
Cさnada／  

1nfeGtiou8  
Diseases News 

Brief2005年10月  
28日  

0月24日．保健局のCentreforHealthProtection（CHP）は  
ジャパン  

セローノ・  株式会社  Streptococcussuisの検査確定に関する報告を受けた。症例は2005年  
にStrepto¢OGCuSSuisに感染した．香港における12例日の症例である。  
症例は43才男性で，最近の旅行はなく．2005年10月13日に入焼し．同  
じ日に死亡した。症例の零族は医学的観察下におかれている。CHP職  
員は追加情報の為に，症例の家族および病院スタッフとの連絡を取り  
続けている。Streptoccccus8uis感染症は中国本土において約40名を  
死に至らしめている。  

細菌感染  
中国衛生部はコレラ患者の増加に対し、警告を発した。中国では2005  ProMED20051015 －0040  年6月から9月の間に638人のコレラ患者の報告を受け、そのほとんど  
は福建省と漸江省であった。  

デング熱  
中国（香港）の健康保護センターは，50才女性の新たなデング熱輸入患  

ProMED20051108 －0080  
る。女性患者は，10月15日に発症した隙．／くンゲラデシュ滞在中であっ  
た。2005年の香港でのデング熱患者数は23名となり．全例が輸入患者  者を確認したことを受けて、市民にデング熟の感染予防を呼びかけてい   である。  

デング熱  
南畝官営満一饉東廉譲壱ジタニほ二■おdi潅二盲材貞－みデュサ強敵柑  

ProMED20060119 －0100  者を確認した。症例は22才の男性で．最近インドネシアに旅行してい  
る。（情報源：New8．gOV．hk，2006年1月11日）  

中国（香港）の健康保護センター当局は．SiuSaiWan在住の29才女性  
のデング熱感染を碓隠したが，今回の患者発生により，2006年の合計  
患者数lま3名となった。全て輸入例である。患者は，2005年12月21日か  
ら200¢年1月＝ヨまでインドネシアを旅行した後、1月3日に発症した。   

芋ジグ轟■■…  

ProMED20（）60j28 －0020  
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盛典症（PT）  デング熱  

概要   

1月27Eほ、ら30日にタイに滞在した48才の女性が、2月4日にデ  
ング熟を発症、9日に入坑、15日に退院した。200¢年の患者は4例で、  
全て輸入例である。  

一■  
拘フジ茄王ジ列て毒蒜；石iて串薗福相ま南画ご料う葛葡あモあ  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2005  
年11月り日  H5Nlトリインフルエンザウイルス感染症ヒト症例2例を確認した。1例日  

はHunan省の9才の少年で，2005年10月1一日に呼吸静症状により入鹿  
し．尭全に回復し．帰宅している。2例日はAnh山省の家禽農場労働者  
の24才女性で．2005年11月1日に発症，11月7日に重度の肺炎により  
入院．11月10日に死亡した。さらに、ヒト疑い症例2例がHunさn省におい  
て調査されている。中国におけるヒト症例に対するサーベイランスは．  
家禽におけ零封こおける高病原性H5Nlトリインフルエンザの再発を受  

け．先月から強化された之005年10月柑日以来．中国は8省におけるア  
ウトブレイク11件を報告している。（ヒト）確定例がみられたHunan省およ  
ぴAnhui省は，最近感染が起こった省に含まれている。  

WHO／CSR2005  
年11月24tヨ  

インフルエンザ（up由te42）：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザ  

鳥インフルエン ザ  ウイルス感染症の新規ヒト症例1例（3例日）を確認した。死亡した症例  
はAnhui省において農菓従事者として労働していた35才の女性で，2005  
年11月‖日に発症．11月15日に入坑そして11月22日に死亡した。この  
症例は中国における3例日の検査確定症例（2例が死亡）で，Anhui省に  
おいては2例目である。  

WHO／CSR2005  
年12月7日  

トリインフルエンザ（叩血to  4鋸：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザ  

鳥インフルエン ザ  ウイルス感染症の新規ヒト症例1例（4例日）を確認した。症例は．  
GuさngXi省の10才の少女で，2005年11月23日に発熱および噴の症状を  
発症し，その後肺炎となり．依然として入院中である。地元の保健当局  
は暴露原因を確定するため．および患者の住んでいた村および近隣地  
域における追加症例の捜索の為に隅査を開始した。現在のところ．イン  
フルエンザ様疾患の追加症例は明らかとなっていない。   
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鳥インフルエン  感染症綾里   ザ  
出典   

WHO／CSR2005  
年12月9日  

概睾   

トリインフルエンザ（update47）：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザ  

ウイルス感染症の新規ヒト症例1例（5例日）を確認した。症例は中国北  
東部のLiaoning省の31才の農婦で，2005年10月30日に発症し．その後  
重症肺炎と急性呼吸窮迫により病院の集中治療室に収容された。症例  
は回復し．11月29日に退院した。この症例の初期検査はH5ウイルスサ  
ブタイプに対する感染は陰性であったが、mkroneutra他8tion法による  
抗体検査により、発症後期に確定診断された。2005年10月末より．  
Liaoning省では家禽における高病原性H5Nlトリインフルエンザのアウト  

ブレイクが数回報属されている。胴査の結果．この症例の感染は．発病  
した家禽との直捷的暴露との関連が示された。農兼当局は同省での家  
禽からH5Nlウイルスを検出している。  

WHO／CSR2005  
年12月16日  

トリインフルエンザ（updat049）ヰ園衛生省はさらに1例のHさNlトリイ  
鳥インフルエン ザ  ンフルエンザウイルスによるヒト感染症例を確認した。症例は南東部の  

Jiangxi省在住の35才男性である。男性は12月4日に熟の症状を呈し．  
その後肺炎になった。現在も入暁中であり．集中ケアを受けている。農  
薬当馬は患者の住居の近くにいたアヒルにおいてH5型ウイルスの存在  

を棟数している。この症例は中国における第6番目の検査確定症例で  
ある。そのうち2例が死亡している。現在までに．中匡＝ょらつの省・自治  
区（Hunan，Anhui．Guangxi．Liaoning．Jiangxi）から症例を報告してい  
る。  

51）：中座衛生省は中国本土においてH5Nl  WHO／CSR2005  
年12月30日  

鳥インフルエン  
ザ  トリインフルエンザウイルスによる新規ヒト感染症例1例を確隠した。症  

例は南東部のFLl紬n省在住の41才女性で．2005年12月8日に熟とそれ  
に続く肺炎の症状を発症し，2日後に入院し，12月21日に死亡した。12  
月13日．患者からの検体に関する初期検査はH5Nl榛性であったが，  
12月23日の更なる検査で悌性を示した。患者からウイルスも分赦され  
た。医学的監視下に置かれている密樟な操触者はいかなる症状も示し  
ていないと衛生当馬は報告している。農業当馬は現在までに．患者の  
住居や仕事場の周辺の家禽においてH5ウイルスサブタイプの存在を確  

認できていない。調査員は発症する前の．患者と家禽の直接的な棒触  
を確認できていない。この症例は中国における一例日の検査確定症例  
で．これらの症例のうち3例（本症例を含む）が死亡している。現在まで  
に，中国は8つの省・自治区（Hunan．Anhui．Guangxi．Liaoning，  
Jiangxi．FLdian）から症例を報告している。   
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鳥インフルエン  
虚象症（PT）   ザ  

概要   

中国におけるトリインフルエンザの状況：中国衛生省は中国で8例月の  WHO／CSR  
年1月10日  H5Nlトリインフルエンザウイルス感染症のヒト症例を確認した。症例は  

南部のHunan省出身の6才の男児で．2005年12月24日に熟と肺炎を発  
症し．現在入暁中で症状は安定している。中西当局は以l抑こ公表され  
た症例2例がその後死亡したことも報告した。症例は12月7日に報告さ  
れたGuangxi自治区の10才の少女と12月18日に報告されたJiangxi省の  
35才の男性である。中国における確定症例8例のうち現在5例が死亡し  
ている。新規確定症例の初期調査により，家庭で飼育していた零禽の  
死亡が暴露原因である可能性があると示唆されたが．この地域におけ  
る家禽のアウトブレイクは公式には報告されていない。密捷な樟触者は  
医学的監視下におかれているが．現在のところ，症状を示しているヒト  
はいない。この症例はHun抑雀での2例日の症例である。先に報告され  
た同省の症例は．2005年11月中旬に中国で最初に報告された2例のう  
ちの1例であるが．今回の症例とは約300km離れたところに住んでい  
る。Hunan省に加え，H5Nl感染症ヒト症例を報告している省・自治区は  
Anhui．Guangxi，Liaoning．JiangxiおよぴFLtiianである。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update）：中国衛生省はH5Nlト  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2008  
年1月19日  リインフルエンザウイルスによる新規ヒト感染症例1例を確認した。症例  

は中国中南部のSiGhu帥省在住の35才女性で，零禽の屠殺に従事して  
いた。症例は2008年1月3日に発症．1月10日に発熱と肺炎の症状のた  
め入院し．1月11日に死亡した。症例が屠朔作集中に感染したのか．住  
んでいる村において感染した鳥類への直接的暴霧の結果として感染し  
たのかどうかを決定するための詳細濁査が実施されている。症例は．  
密接した住居に8組の家族が居住している住宅に住んでいた。これらの メンバ 
家族ーおよび他の密綾な接触者が医学的監視下に置かれてい  
る。インフルエンザ様疾病の症状は現在のところ報告されていない。こ  
の新規確定症例は中国におけるこの症例は中国における9例日の検査  

確定症例で－これらの症例のうち6例が死亡している。7つの省・自治区  
（Anhui．Guangxi，Liaoning，Jjangxi．FL4jian，HunanおよぴSichu8n）にお  
いて症例が発生している。   
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島インフルエン  感染症雄昭   ザ  
出典   

WHO／CSR2006  
年1月25日  

概要   

中国におけるトリインフルエンザの状況くup由te2）：中国衛生省は．同  
園で10例日のH5Nlトリインフルエンザウイルスによるヒト感染症例を確  

認した。症例は，南中央部のSichuan省．Ch即gdu市の20才女性で．  
2806年1月12日に発熱し．肺炎症状で入院したが、急速に悪化し、23日  
に死亡した。感染源として病気のトリヘ暴露した可能性に関する情報は  
現在のところないが．調査が実施中である。これは今年（2008年）に中  
国において報告された2例日の症例（いずれもSichuan省から）である。  
このSkhu8n省の2症例は．約150km離れた異なる県において発生して  
いた。Sichuan省の他の地方では．家禽におけるH5Nlアウトブレイク  
が，2005年12月下旬に開始していた。2症例が居住する地域における  
アウトブレイクは確隠されていない。中国において確認された10例のう  
ち．7例が死亡している。7つの省および地区（Anhui，Gu訓1騨j．  
Liaoning．Jiangxi．FL4jian．Hunan．およぴSichuan）において症例が発生  
している。うち2省では家禽におけるアウトブレイクは公式に報告されて  
いない。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update3）：中国衛生省は同国  
鳥インフルエン ザ  

WHO／CSR2008  
年2月9日  で11例日となる検査確度H5Nlトリインフルエンザウイルスヒト感染症例  

1例を報告している。症例は中国南東部のFl由∩省出身の28才農婦で，  
2006年1月10日に発症し，その後肺炎で入院し，現在も安定した状態で  
治療中である。中国におけるほかの多くの症例と同様に，この症例は  
家禽における最近のアウトブレイクが公武に報告されていない地域に  
おいて発生した。中国における検査確定症例11例のうち．7例が死亡し  
ている。症例は7つの省および地域で発生している（Anh山．F叫jian．  
Guangxi，Jiangxi，Hunan，LiaoningおよぴSichuan）。散発的なヒト症例  
が継続しておこっていることは．少なくとも中国の特定の場所でウイル  
スがトリの間で循環していることを示している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update4）：中国衛生省は同園  WHO／CSR2006  
年2月13日  鳥インフルエン ザ  で12例日となるH5Nlトリインフルエンザウイルスヒト感染症の検査確定  

例1例を報告している。症例は中国南中央部のHunan省出身の20才の  
農業従事者の女性で．2006年1月27日に発症し．その後重度の肺炎で  
入院した。家庭で飼育している家禽の処分後に発症した。症例は2月4  
日に死亡した。これまでに中国は12例の検査確定症例を報告しており．  
そのうち8例が死亡した。   

L．」  
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感染痘儒璃   

鳥インフルエン  
ザ  

鮨巣   

WHO／CSR200¢  
年2月27日  

概要   

■■■－■■●■■▲■●■■●●●■▲●■■●●■●■■▲■■■■－■■■●■●●●●●■■■  

中国におけるトリインフルエンザの状況（upd如5）：中国衛生省はH5Nl  

トリインフルエンザウイルスによる新規検査確定ヒト感染症例Z例く13例  

日、川例日）を報告した。両症例とも重体である。l例日は中国東部の  
Zh軸ng省の9才の女児で．2008年2月10日に発症した。隣捷するAnhui  
省の親戚を訪問した後に発症した。2004年以東．zh由i抑g省において動  
物のアウトブレイクは報告されていない。2例日はAnhui省の28才の農  
婦で．病気の家禽と接触した後に．2008年2月11日に発症した。地域の  
農業当局が女性の近所で死亡した家禽からの検附こおいてH5Nlウイ  

ルスが半襟されたことを報告している。これまでに．中国は検査確定症  
例用例を報告しており，そのうち8例が死亡している。H5Nlウイルスは  
今や中国の多くの地域の鳥∋軌こ蔓延していると考えられる。WHOは中  
国当局と協力し．トリインフルエンザに対する一般市民の意識を向上さ  
せ．人々にアウトブレイクの報告を促し．死亡した．あるいは病気の鳥  
類との接触を避けるように人々に警告している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（up由t07）：中国衛生省はH5Nl  鳥インフルエン  
ザ  

WHO／CSR200¢  
年3月8日  トリインフルエンザによる同園における10例日の死亡症例を報告した。  

症例は中国東部のZ鴫紬ng省の9才の女児で，2006年2月10日に発症  
し3月6日に死亡した。この症例は2006年2月2丁日に中宮当局によりす  
でに告知されており．その際には症例は重体であるとされていた（柑例  
目）。現在のところ中国は検査確麿H5Nlトリインフルエンザウイルスヒト  
感染症症例帽例を報告しており．そのうち10例が死亡している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（up由te6）：中国衛生省はH5Nl  

鳥インフルエン ザ  WHO／CSR2006 年3月8日  トリインフルエンザウイルスによる新規検査確億ヒト感染症例1例を報告  

した。症例は中国南部のGu即Igdong省の32才の男性で，2008年2月22  
日に発熱を発症し．肺炎となった。症状は急速に悪化し．8月2日に死亡  
した。男性は無職であった。2004年以来．Gu別1g血ng省において家禽に  
おけるアウトブレイクは報告されていない。これまでに．中国は検査確  
定症例15例を報告しており．そのうち○例が死亡している。2例が依然と  
して重体にある。   
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轄染症沖Tき   

島インフルエン  
ザ  

出典   

WHO／CSR2006  
年3月24日  

概要   

■●■■■｝● ●▲■●■■■ ■■■ ■■●■■●■●●ヽ■●■■ ■■l■■ 一●■■●■●－●●■ ■■－■■■■▲▲■一 ■■■■  

中国におけるトリインフルエンザの状況（up由tモ8）：中国衛生省はH5Nl  

トリインフルエンザによる同国における1細帽の症例を報告した。症例  
は死亡症例で，29才の出稼ぎ労働者女性で．200¢年3月15日に上海の  
病院に肺炎の症状により入院し，21日に死亡した。この症例は上5軌こ  
おいて報告された初めての症例である。この症例の感染源は調査中  
で，上海地区では2004年2月以来家禽のアウトブレイクは報告されてい  
ない。中国当局によると．女性の密接な接触者は医学的観察下におか  
れている。現在のところ中国はH5Nl感染症症例16例を報告しており．  
そのうち‖例が死亡している。  

2006／4／26  セローノー  
ジャパン  

株式会社  

ソマトロピン（遺伝子組換え）  

ウシ胎児血 清  
アメリカ、  
オーストラ  
リア、カナ  
ダ  

口内炎ウイル  
ウシ膿ほう性  ス感染  

■■  

東面だおt棚百村惑お≠；前；ふ蒜蒜㌫再；丁拭琴南軸菖終了 日－2005年9月28日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプN¢W  製造工程  OIEDiseaさe  
】ポormation柑（39）  

2005年9月30日  Jersey。新規アウトブレイクの詳細－Colo帽do州AlaMOSa郡．De他部の  
農場（3件）（アウトブレイクの開始日2005年9月9日～2005年9月16日）：  

ウマにおいて疑い例10例，症例1例．ウシにおいて疑い例即例，症例2  
例。－Montana州Caぬon都．stj‖w8t訂郡の農場（2件）（アウトブレイク  
の開始日2005年8月28日～2005年9月14日）：ウマにおいて疑い例9  
例．症例8例，ヤギにおいて疑い例2例。－Wyoming州BigHom郡，  
Fremont都，Goshen郡．HotSprings都▲Park都，Platte郡．Sub暮ette郡．  
Washakie都の農場（15件）（アウトブレイクの開始日2005年8月21日－  

2005年9月15日）：ウマにおいて疑い例84例．症例15例，ウシにおいて  
疑い例855例．症例7例．ヤギにおいて疑い例2例。  

内炎のF01low－uPre叩止N0．19。今回報告終了  
ウシ膿lまう性 口内炎ウイル ス感染  

01E Disease 
Information18（40）  

20粥年10月7日  

日一2005年10月2日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNow  
Jersey。新規アウトブレイクの詳細－Colorado州DeIta郡．Me＄a郡の農場  
（2件）（アウトブレイクの開始日2005年9月5日，2005年9月柑日）：ウマ  
において疑い例1例．症例1例．ウシにおいて疑い例30例．症例1例一  
1dahq州Be8rLake都の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年9月  

1¢日）：ウマにおいて疑い例日例．症例2例，ウシにおいて疑い例360例  
－Utah州Duchesne都の農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年9月  

9日）：ウマにおいて疑い例7例．症例1例－Wyoming州8ighorn都】  
Carbon郡．Converse都，Fremont都．Goshen都，PIatte都の農場（13  
件）（アウトブレイクの開始日2005年9月12日－20粥年9月24日）：ウマ  

において疑い例393例，症例15例．ウシにおいて疑い例2100例．症例5  
例。   

」…．．．．．．j   J……．…．J  L．．…J  
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